
　

前
回
ま
で
の
「
松
山
分
水
に
関
す
る
意
見
交
換

会
」
で
は
、
松
山
市
と
西
条
市
と
の
間
で
水
利
権

に
対
す
る
認
識
に
つ
い
て
大
き
な
違
い
が
あ
っ
た

た
め
、
10
月
31
日
に
開
催
さ
れ
た
第
４
回
目
の
意

見
交
換
会
で
は
国
土
交
通
省
四
国
地
方
整
備
局
の

嘉
田
功
氏
を
招
き
、
「
水
利
権
」
や
「
正
常
流
量

（※

１
）
」
に
つ
い
て
の
講
義
を
受
け
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
講
義
の
中
で
疑
問
に
感
じ
た
こ
と
な

ど
に
つ
い
て
質
疑
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
そ
の
主
な

内
容
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

※

１ 

正
常
流
量
と
は

既
得
水
利
権
量
と
河
川
維
持
流
量
を

合
わ
せ
た
も
の
で
、
流
水
の
正
常
な
機

能
を
維
持
す
る
た
め
に
必
要
な
流
量
の

こ
と
。

※

２ 

減
水
深
と
は

稲
や
水
面
か
ら
蒸
発
す
る
水
量
と
、

土
中
に
浸
透
す
る
水
量
の
和
を
水
深
で

表
し
た
も
の
。
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